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S=1:300補強土壁工平面図

亀山市

三重県亀山市野村町地内

図面番号

発注機関名

縮尺

図面の種類

施行箇所名

工事名

16/48図示

補強土壁工平面図

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事

7号補強土壁工 52567

6-1号補強土壁工 66499

6-2号補強土壁工 128820

5-2号補強土壁工 140135

5-1号補強土壁工 80736

183°

154°

176°

183° 176°

90
°

90°



設　計　条　件

cm =

地 震 時

補強土壁高

設計水平震度

荷     重

支持力に対する安全率

ボルトのせん断応力度

コンクリ－トパネルの設計基準強度

安全率及び許容応力度

ストリップの引抜に対する安全率

ストリップ区分・腐食代

ストリップの摩擦係数

転倒に対する安全率

滑動に対する安全率

ストリップの引張応力度

盛土材の土質条件

L/6

1.50

2.00

SS400

t =

ｆ =

Kh =

活荷重 =

γt =

Ｈmax =

SS400

N/mm

N/mm

140 mm

2.0

常　　時

t = 4 mm

2

f'ck =

2

80b = mm

0.726

0.16

kN/m

kN/m19.0

1.50

1.00

10.0

～

×

12.58 m

φ =

死荷重 =

=

2

0.16

Ｈmin =

3

L/3

1.20

1.50

2

2

2

30 N/mm

N/mm

N/mm

1.0

1.2

mm

2

30°

- kN/m

10.18 m

SM490A 60t = 4 mm b = 1.0cm =mm mm

N/mm 2 N/mm 2SM490A

140.0 210.0

185.0 277.5

200.0 300.0

　　　　　75mmふるい通過分中の細粒分の含有量が25%以下、かつ、大小の寸法

　　　　　のものが適度に混合して締固めのしやすいもの

　〔A2〕　岩石材料の寸法が250mmより大きい寸法のものを含まない硬岩ずりで、

盛土材料は、次に示す〔A1〕もしくは〔A2〕材料を用いることを原則とする。

盛土材料の適用範囲

　〔A1〕　細粒分の含有量が25%以下の土質材料

すべり破壊に対する安全率 1.20 1.00

※）Lは補強領域の底面幅

※ ※

90°

90° NO.
21

NO.
22

▽63.073

▽63.345

▽64.145

▽55.700

▽56.300

DL=60.000

基礎延長

補強土壁延長

S=1:100正　面　図

H=11.38m H=11.98m H=12.58m H=11.98m補強土壁壁高

L=6.00m L=6.00m

L=9.50m

L=
9
.0
0m

L=
8
.5
0
m

L=
8.
0
0m

L
=7
.
50
m

L=
7
.0
0
m

L=
6
.5
0m

L=
6.
0
0m

L=10.00m L=9.50mL=10.00mL=9.00m

L=5.50mL=5.50m

L=
5
.5
0
m

▽63.073

131

129

129

128

128

159
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156

156

156

33

5

5

4

3

10

5

5

3

3

33
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5

4

3

103

5

5

4

3

102

5

5

5

3

3

103

5

5

4

3

102

5

5

5

3

3

103

5

5

4

3

102

101

5

5

3

3

104

5

5

4

3

3

102
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5

5

3

3

104

5

5

4

3

3

103

5

5

4

3

123
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120
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105
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106

200P 201P
203P

204P
205P

206P

208P 210P

213P 215P
216P214P212P

211P209P207P

232

L=7
.50

m

L=
9.50

m

L
=7.

00mL=6
.50m

L
=6.0

0mL
=5.

50m

L=
8.0

0m

L=8.
50m

L=
9.00

m

Asg

Dg

TAk

排出管 φ200 排出管 φ200

5-1号補強土壁工展開図(1)

記号

SS400のストリップを敷設する。

SM490Aのストリップを敷設する。

SM490Aのストリップ及び補助ストリップを敷設する。

ストリップ敷設方法

目地用プレキャスト版を設置する。

そ　の　他

ストリップ記号一覧表

端部調整金具(90°)

L-250×250×3.2

193

192

192

192

192

202P

地盤改良工（施工済）

（計算高）

亀山市

三重県亀山市野村町地内

図面番号

発注機関名

縮尺

図面の種類

施行箇所名

工事名

17/48図示

5-1号補強土壁工展開図(1)

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事

1350 6800 20000 20000

80836

39010 10800

900 700

50 50

1450 1350

50

2000 25@2700=67500

5-1号補強土壁工 L=8073650

基礎幅600 80836



183°
90°

NO.
23

BC.
1

NO.
24

183
°

90
°

▽64.945
▽65.305

▽65.745
▽65.957

▽66.147

▽66.147

▽56.300

▽56.900

▽57.500

▽58.100

▽59.900

DL=60.000

基礎延長

補強土壁延長

S=1:100正　面　図

▽58.700

▽59.300

H=11.98m H=12.58m H=11.98m H=11.38m H=10.78m H=10.18m 補強土壁壁高
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TAk
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5-1号補強土壁工展開図(2)

設　計　条　件

cm =

地 震 時

補強土壁高

設計水平震度

荷     重

支持力に対する安全率

ボルトのせん断応力度

コンクリ－トパネルの設計基準強度

安全率及び許容応力度

ストリップの引抜に対する安全率

ストリップ区分・腐食代

ストリップの摩擦係数

転倒に対する安全率

滑動に対する安全率

ストリップの引張応力度

盛土材の土質条件

L/6

1.50

2.00

SS400

t =

ｆ =

Kh =

活荷重 =

γt =

Ｈmax =

SS400

N/mm

N/mm

140 mm

2.0

常　　時

t = 4 mm

2

f'ck =

2

80b = mm

0.726

0.16

kN/m

kN/m19.0

1.50

1.00

10.0

～

×

12.58 m

φ =

死荷重 =

=

2

0.16

Ｈmin =

3

L/3

1.20

1.50

2

2

2

30 N/mm

N/mm

N/mm

1.0

1.2

mm

2

30°

- kN/m

10.18 m

SM490A 60t = 4 mm b = 1.0cm =mm mm

N/mm 2 N/mm 2SM490A

140.0 210.0

185.0 277.5

200.0 300.0

　　　　　75mmふるい通過分中の細粒分の含有量が25%以下、かつ、大小の寸法

　　　　　のものが適度に混合して締固めのしやすいもの

　〔A2〕　岩石材料の寸法が250mmより大きい寸法のものを含まない硬岩ずりで、

盛土材料は、次に示す〔A1〕もしくは〔A2〕材料を用いることを原則とする。

盛土材料の適用範囲

　〔A1〕　細粒分の含有量が25%以下の土質材料

すべり破壊に対する安全率 1.20 1.00

※）Lは補強領域の底面幅

※ ※

記号

SS400のストリップを敷設する。

SM490Aのストリップを敷設する。

SM490Aのストリップ及び補助ストリップを敷設する。

ストリップ敷設方法

ストリップ記号一覧表

端部調整金具(90°)

L-250×250×3.2

良質土盛土

セメント安定処理（施工済）

地盤改良工（施工済）

  1.水路BOXより終点側の良質土盛土にあたって、表層に軟弱層が存在する

    　場合、監督員と協議の上これを除去するものとする。

　2.現況地形状況から必要となる盛土及び水路BOX部埋戻し材料は、下記の条件を満たすものとする。

砂質土：γ＝19ｋN/m3　、　φ＝30°

　3.盛土部における置換砕石工底面での地盤支持力度は、原位置での平板載荷試験により下記の

　　強度が得られることを確認するものとする。

注記

設計最大地盤反力度　　ｑ＝171ｋN/㎡

平板載荷試験確認強度　qu＝342ｋN/㎡

（計算高）

置換砕石

亀山市

三重県亀山市野村町地内

図面番号

発注機関名

縮尺

図面の種類

施行箇所名

工事名

18/48図示

5-1号補強土壁工展開図(2)

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事

水路BOX（施工済）

20000 9004 11105 6022 5205 1350

80836

10800 5400 5400 5400 8100 4986 1740

25@2700=67500

81

200

55

1950 2700

50

700

50

900

5-1号補強土壁工 L=80736 50

基礎幅600 80836



NO.
21

NO.
22

NO.
23

BC.
1

NO.
24

▽68.115
▽68.379

▽69.179

▽69.979
▽70.339

▽70.779

▽62.300

DL=60.000

▽62.900

▽63.500

▽64.100

▽64.700

基礎延長

補強土壁延長

S=1:100正　面　図

▽67.080

▽67.680

▽68.280

▽68.880

▽69.480

H=11.38m H=11.98m H=12.58m H=11.98m H=12.58m H=11.98m H=11.38m H=10.78m補強土壁壁高

L=8.00m L=8.00m L=8.00m L=8.00m L=8.00mL=8.50m L=8.50m L=8.50m L=8.50m L=7.50m

L=8.50mL=8.00m L=8.00mL=8.50m L=8.50mL=8.00m L=8.00mL=8.50m L=7.50mL=8.00m

139

137

137

137

141P
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155

155

160P

6

1

1
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1

1

1

18P

1

1
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6
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1
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1

1

1

18P
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21P

1

1

1

18P
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1
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6
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1
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1

1

1

18P
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1
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1

1
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18P

6

1

1

21P

6

1

1

18P

1

1

1

18P

6

1

1

21P

1

1

1

18P

6

1

1

21P

6

1

1

18P

1

1

21P

6

1

1

21P

1

1

1

18P

6

1

1

21P

1

1

1

18P

313131

3131

313131

313131

31

Asg

Dg

TAk

5-2号補強土壁工展開図(1)

設　計　条　件

cm =

地 震 時

補強土壁高

設計水平震度

荷     重

支持力に対する安全率

ボルトのせん断応力度

コンクリ－トパネルの設計基準強度

安全率及び許容応力度

ストリップの引抜に対する安全率

ストリップ区分・腐食代

ストリップの摩擦係数

転倒に対する安全率

滑動に対する安全率

ストリップの引張応力度

盛土材の土質条件

L/6

1.50

2.00

SS400

t =

ｆ =

Kh =

活荷重 =

γt =

Ｈmax =

SS400

N/mm

N/mm

140 mm

2.0

常　　時

t = 4 mm

2

f'ck =

2

80b = mm

0.726

0.16

kN/m

kN/m19.0

1.50

1.00

10.0

～

×

12.58 m

φ =

死荷重 =

=

2

0.16

Ｈmin =

3

L/3

1.20

1.50

2

2

2

30 N/mm

N/mm

N/mm

1.0

1.2

mm

2

30°

- kN/m

1.18 m

SM490A 60t = 4 mm b = 1.0cm =mm mm

N/mm 2 N/mm 2SM490A

140.0 210.0

185.0 277.5

200.0 300.0

　　　　　75mmふるい通過分中の細粒分の含有量が25%以下、かつ、大小の寸法

　　　　　のものが適度に混合して締固めのしやすいもの

　〔A2〕　岩石材料の寸法が250mmより大きい寸法のものを含まない硬岩ずりで、

盛土材料は、次に示す〔A1〕もしくは〔A2〕材料を用いることを原則とする。

盛土材料の適用範囲

　〔A1〕　細粒分の含有量が25%以下の土質材料

すべり破壊に対する安全率 1.20 1.00

※）Lは補強領域の底面幅

※ ※

記号

SS400のストリップを敷設する。

ストリップ敷設方法

目地用プレキャスト版を設置する。

そ　の　他

ストリップ記号一覧表

端部調整金具(90°)

L-250×250×3.2

194

191

191

195P

（計算高）

防護柵基礎延長 9000

亀山市

三重県亀山市野村町地内

図面番号

発注機関名

縮尺

図面の種類

施行箇所名

工事名

19/48図示

5-2号補強土壁工展開図(1)

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事

6600 20000 20000 9004 11085 6048

140185

10450 13500 16200 13500 16200 7324

1600 1350

50

2000 25@2700=67500

5-2号補強土壁工 L=14013550

基礎幅400 83784

20 11292 20 9000 20 9000 20 9000 20 9000 20 9000 20 9000 20



183
°

NO.
24+

13.
70

NO.
25

176
°

NO.
26

SP.
1

NO.
27

▽70.991
▽71.272

▽71.460
▽71.711

▽71.919
▽72.105

▽72.319
▽72.574

▽61.700

▽62.300

▽62.900

▽63.500

▽64.100

▽64.700

▽65.300

▽66.500

▽67.100

▽67.700

▽68.300

▽69.500

▽70.100

DL=60.000

183°

176°

▽65.300

▽66.500

▽59.900

S=1:100正　面　図

▽70.080

▽70.680

▽71.280

▽60.500

▽61.100

H=10.78m H=10.18m H=9.58m H=8.98m H=8.38m H=7.78m H=7.18m H=6.58m H=5.98m H=4.78m H=4.18m H=3.58m H=2.98m H=1.78m H=1.18m

L=8.50m L=8.00mL=8.50mL=8.00m

L=7.50m

L=7.50m L=7.00m L=6.50m L=6.00m

L=5.50m

L=5.00m L=4.50m

L=7.00mL=7.50m

L=6.50m

L=6.00m

L=5.50m

L=5.00m

L=4.50m

1

1

21P

149

147

147

147

153P

188

183

183

190P

149

147

147

153P

6

1

21P

179

178

178

181P

140

138

137

137

137

137

137

137

142P

33

5

3

3

2

1

1

1

18P

10

4

3

3

1

1

1

21P

33

5

3

3

2

1

1

1

18P

33

5

3

3

2

1

1

1

18P

169

168

167

167

167

167

167

170P

135

134

133

133

133

133

133

136P

9

3

3

2

1

1

1

18P

33

3

3

3

1

1

1

21P

9

3

3

2

1

1

1

18P

8

3

3

1

1

1

21P

8

3

2

1

1

1

18P

8

3

1

1

1

21P

8

2

1

1

1

18P

8

1

1

1

21P

8

1

1

1

21P

31

1

1

1

18P

31

1

1

21P

31

1

1

18P

31

1

21P

6

18P
71P

31

111

110

110

110

110

113

110

110

110

112

110

114

110

基礎延長

補強土壁延長

補強土壁壁高

Dsg

Asg

TAk

排出管 φ200

排出管 φ200

排出管 φ200

5-2号補強土壁工展開図(2)

設　計　条　件

cm =

地 震 時

補強土壁高

設計水平震度

荷     重

支持力に対する安全率

ボルトのせん断応力度

コンクリ－トパネルの設計基準強度

安全率及び許容応力度

ストリップの引抜に対する安全率

ストリップ区分・腐食代

ストリップの摩擦係数

転倒に対する安全率

滑動に対する安全率

ストリップの引張応力度

盛土材の土質条件

L/6

1.50

2.00

SS400

t =

ｆ =

Kh =

活荷重 =

γt =

Ｈmax =

SS400

N/mm

N/mm

140 mm

2.0

常　　時

t = 4 mm

2

f'ck =

2

80b = mm

0.726

0.16

kN/m

kN/m19.0

1.50

1.00

10.0

～

×

12.58 m

φ =

死荷重 =

=

2

0.16

Ｈmin =

3

L/3

1.20

1.50

2

2

2

30 N/mm

N/mm

N/mm

1.0

1.2

mm

2

30°

- kN/m

1.18 m

SM490A 60t = 4 mm b = 1.0cm =mm mm

N/mm 2 N/mm 2SM490A

140.0 210.0

185.0 277.5

200.0 300.0

　　　　　75mmふるい通過分中の細粒分の含有量が25%以下、かつ、大小の寸法

　　　　　のものが適度に混合して締固めのしやすいもの

　〔A2〕　岩石材料の寸法が250mmより大きい寸法のものを含まない硬岩ずりで、

盛土材料は、次に示す〔A1〕もしくは〔A2〕材料を用いることを原則とする。

盛土材料の適用範囲

　〔A1〕　細粒分の含有量が25%以下の土質材料

すべり破壊に対する安全率 1.20 1.00

※）Lは補強領域の底面幅

※ ※

記号

SS400のストリップを敷設する。

SM490Aのストリップを敷設する。

ストリップ敷設方法

目地用プレキャスト版を設置する。

そ　の　他

ストリップ記号一覧表

防護柵基礎延長9000

補強土壁基礎幅　　　　B

平板載荷試験確認強度　qu

設計最大地盤反力度　　ｑ

336kN/m 2

注記）段丘部の補強土壁基礎底面での地盤支持力度は、原位置での平板載荷試験により下記の

　　強度が得られることを確認するものとする。（下表参照）

B=1.0m区間

168kN/m 2

346kN/m 2

B=0.8m区間

168kN/m 2

310kN/m 2

B=0.6m区間

155kN/m 2

292kN/m 2

B=0.4m区間

146kN/m 2

亀山市

三重県亀山市野村町地内

図面番号

発注機関名

縮尺

図面の種類

施行箇所名

工事名

20/48図示

5-2号補強土壁工展開図(2)

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事

6048 7742 6397 11128 9088 9416 10782 12895

140185

16200 7324 6610 8100 6151 8100 2700 2700 2700 2700 2700 2700 2700 2700 2700 2700 2700 2690

25@2700=67500

87

200

49

1950 2250 93 1950 2700 1950 55 1600 4@2700=10800 1600

70

200

81

1500 15@2700=40500

5-2号補強土壁工 L=140135

1660

基礎幅400 83784 基礎幅800 16200 基礎幅600 8100 基礎幅400 16190基礎幅1000 15911

20 9000 20 9000 20 9000 20 9000 20 9000 20 9000 20 11593



90°

BC.
1

NO.
23

NO.
22

NO.
21+

10.
55

NO.
21+

3.8
0

NO.
21
NO.

20+
19.

30

NO.
20+

17.
05

NO.
20+

14.
80

90
°

▽62.380

▽63.064

▽64.091

▽66.373

▽67.451

▽68.029 ▽68.184

▽68.199

▽68.221 ▽68.131

▽68.067
▽68.067

▽59.900

▽59.300

▽58.700

▽58.100

▽57.500

▽56.900

▽55.100

DL=60.000

基礎延長

補強土壁延長

S=1:100正　面　図

▽61.080

▽61.680

▽62.280

▽62.880

▽63.480

▽64.080

▽64.680

▽65.280

▽65.880

▽67.080

H=9.58m H=10.18m H=10.78m H=11.98m補強土壁壁高

▽56.300

▽55.700

H=11.38m

Asg

Dg

TAk

L=5.50m

L=9.50m

L=9
.00m

L=9
.50

m

L
=8.

50m

L=
8.00

m

L=7.
50m

L=
7.0

0mL
=6.

50m

L=
6.0

0mL
=5.5

0m

L=
5.
50
m

L=
5.
00
m

L=9.00mL=8.50mL=8.00m

L=7.50m

L=7.00mL=6.50m

L=6.00m

L=5.50m

L=5.00m

87P

33

5

19P

10

24P

10

5

23P

33

5

4

19P

33

5

5

3

19P

10

5

4

23P

10

5

4

3

23P

33

5

5

3

3

19P

33

5

5

3

3

3

18P

10

5

4

3

3

22P

103

5

5

4

3

3

21P

102

5

5

5

3

3

2

18P

102

5

5

5

3

3

2

1

18P

103

5

5

4

3

3

1

21P

102

5

5

5

3

3

2

1

21P

103

5

5

4

3

3

1

1

18P

102

5

5

5

3

3

2

1

21P

102

5

5

5

3

3

2

1

1

18P

103

5

5

4

3

3

1

1

21P

102

5

5

5

3

3

2

1

1

18P

103

5

5

4

3

3

1

1

1

21P

107

105

105

105

105

105

105

105

105

108

145

144

144

144

143

143

143

143

143

143

146P

103

5

5

4

3

3

1

1

1

21P

排出管  φ 2 0 0

排出 管  φ 2 0 0
排 出管  φ 2 0 0

6-1号補強土壁工展開図

設　計　条　件

cm =

地 震 時

補強土壁高

設計水平震度

荷     重

支持力に対する安全率

ボルトのせん断応力度

コンクリ－トパネルの設計基準強度

安全率及び許容応力度

ストリップの引抜に対する安全率

ストリップ区分・腐食代

ストリップの摩擦係数

転倒に対する安全率

滑動に対する安全率

ストリップの引張応力度

盛土材の土質条件

L/6

1.50

2.00

SS400

t =

ｆ =

Kh =

活荷重 =

γt =

Ｈmax =

SS400

N/mm

N/mm

140 mm

2.0

常　　時

t = 4 mm

2

f'ck =

2

80b = mm

0.726

0.16

kN/m

kN/m19.0

1.50

1.00

10.0

～

×

11.98 m

φ =

死荷重 =

=

2

0.16

Ｈmin =

3

L/3

1.20

1.50

2

2

2

30 N/mm

N/mm

N/mm

1.0

1.2

mm

2

30°

- kN/m

9.58 m

SM490A 60t = 4 mm b = 1.0cm =mm mm

N/mm 2 N/mm 2SM490A

140.0 210.0

185.0 277.5

200.0 300.0

　　　　　75mmふるい通過分中の細粒分の含有量が25%以下、かつ、大小の寸法

　　　　　のものが適度に混合して締固めのしやすいもの

　〔A2〕　岩石材料の寸法が250mmより大きい寸法のものを含まない硬岩ずりで、

盛土材料は、次に示す〔A1〕もしくは〔A2〕材料を用いることを原則とする。

盛土材料の適用範囲

　〔A1〕　細粒分の含有量が25%以下の土質材料

すべり破壊に対する安全率 1.20 1.00

※）Lは補強領域の底面幅

※ ※

記号

SS400のストリップを敷設する。

SM490Aのストリップを敷設する。

SS400のストリップ及び補助ストリップを敷設する。

SM490Aのストリップ及び補助ストリップを敷設する。

ストリップ敷設方法

ストリップ記号一覧表

端部調整金具(90°)

L-250×250×3.2

妻止め部控除範囲

198

197

197

197

197

197

196

178

178

178

181P

良質土盛土

置換砕石

地盤改良工（施工済）

　1.現況地形状況から必要となる盛土材料は、下記の条件を満たすものとする。

砂質土：γ＝19ｋN/m3　、　φ＝30°

　2.置換砕石工底面での地盤支持力度は、原位置での平板載荷試験により下記の

　　強度が得られることを確認するものとする。

注記

設計最大地盤反力度　　ｑ＝169ｋN/㎡

平板載荷試験確認強度　qu＝338ｋN/㎡

（計算高）

防護柵基礎延長

亀山市

三重県亀山市野村町地内

図面番号

発注機関名

縮尺

図面の種類

施行箇所名

工事名

21/48図示

6-1号補強土壁工展開図

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事

5915 9004 20000 9450 6750 3800 700 2250 2250 1600 4830

66549

2670 5400 5400 5400 5400 5400 5400 13500

2670 21@2700=56700

49

700

80

1650 2700

6-1号補強土壁工 L=66499

1950

50

17979

基礎幅600 17979基礎幅600 24270 基礎幅800 24300

10990 20 9000 20 9000 20 9000 20 9000 20 9000 20 10419 20



176°

183°

NO.
27

SP.
1

NO.
26

176
°

NO.
25

NO.
24+

13.
70

183
°

▽72.495
▽72.319

▽72.105
▽71.919

▽71.711
▽71.460

▽71.272
▽70.991

▽71.280

▽70.680

▽70.080

▽69.480

▽70.100

▽68.300

▽67.100

▽66.500

▽65.900

▽65.300

▽64.700

▽63.500

▽62.900

▽62.300

▽61.700

▽61.100

▽60.500 ▽60.500

DL=60.000

▽59.900

▽66.500

基礎延長

補強土壁延長

S=1:100正　面　図

H=1.18m H=2.98m H=4.18m H=4.78m H=5.38m H=5.98m H=7.18m H=7.78m H=8.38m H=8.98m H=9.58m H=10.18m H=8.98m補強土壁壁高

Dsg

Asg

TAk

L=5.00m

L=8.00m L=8.00mL=4.50m

L=4.50m

L=7.50mL=7.50mL=7.00mL=6.50m

L=6.00m

L=5.50mL=5.00m

162P

31

1

21P

6

1

1

18P

6

1

1

21P

31

1

1

1

18P

31

1

1

1

18P

6

1

1

21P

31

1

1

1

18P

6

1

1

21P

31

1

1

1

18P

6

1

1

21P

7

1

1

1

18P

8

1

1

1

21P

32

3

2

1

1

1

18P

130

128

128

128

128

128

132P

32

3

3

1

1

1

21P

32

3

3

1

1

1

21P

33

3

3

2

1

1

1

18P

33

4

3

3

1

1

1

21P

165

164

163

163

163

163

163

163

166P

151

147

154P

1

1

18P

180

178

182P

126

125

124

124

124

124

124

124

127P

33

5

3

3

3

1

1

1

21P

38

28

28

27

26

26

26

46P

31

112

110

110

110

114

110

111

110

110

110

110

110

110

114

排出管  φ 2 0 0 排出管  φ 2 0 0

排出 管  φ 2 0 0

L
=7.

50m
L
=7.

00mL=6
.50m

L
=6.0

0mL
=5.

50m

L=
5.0

0m

6-2号補強土壁工展開図(1)

設　計　条　件

cm =

地 震 時

補強土壁高

設計水平震度

荷     重

支持力に対する安全率

ボルトのせん断応力度

コンクリ－トパネルの設計基準強度

安全率及び許容応力度

ストリップの引抜に対する安全率

ストリップ区分・腐食代

ストリップの摩擦係数

転倒に対する安全率

滑動に対する安全率

ストリップの引張応力度

盛土材の土質条件

L/6

1.50

2.00

SS400

t =

ｆ =

Kh =

活荷重 =

γt =

Ｈmax =

SS400

N/mm

N/mm

140 mm

2.0

常　　時

t = 4 mm

2

f'ck =

2

80b = mm

0.726

0.16

kN/m

kN/m19.0

1.50

1.00

10.0

～

×

10.18 m

φ =

死荷重 =

=

2

0.16

Ｈmin =

3

L/3

1.20

1.50

2

2

2

30 N/mm

N/mm

N/mm

1.0

1.2

mm

2

30°

- kN/m

1.18 m

SM490A 60t = 4 mm b = 1.0cm =mm mm

N/mm 2 N/mm 2SM490A

140.0 210.0

185.0 277.5

200.0 300.0

　　　　　75mmふるい通過分中の細粒分の含有量が25%以下、かつ、大小の寸法

　　　　　のものが適度に混合して締固めのしやすいもの

　〔A2〕　岩石材料の寸法が250mmより大きい寸法のものを含まない硬岩ずりで、

盛土材料は、次に示す〔A1〕もしくは〔A2〕材料を用いることを原則とする。

盛土材料の適用範囲

　〔A1〕　細粒分の含有量が25%以下の土質材料

すべり破壊に対する安全率 1.20 1.00

※）Lは補強領域の底面幅

※ ※

記号

SS400のストリップを敷設する。

SM490Aのストリップを敷設する。

ストリップ敷設方法

目地用プレキャスト版を設置する。

そ　の　他

ストリップ記号一覧表

セメント安定処理（施工済）

良質土盛土

置換砕石

水路BOX(施工済)

　1.現況地形状況から必要となる盛土及び水路BOX部施工の埋戻し材料は、下記の条件を満たすものとする。

砂質土：γ＝19ｋN/m3　、　φ＝30°

　2.盛土部の置換砕石工底面での地盤支持力度は、原位置での平板載荷試験により下記の

　　強度が得られることを確認するものとする。

注記

設計最大地盤反力度　　ｑ＝151ｋN/㎡

平板載荷試験確認強度　qu＝302ｋN/㎡

9000防護柵基礎延長

補強土壁基礎幅　　　　B

平板載荷試験確認強度　qu

設計最大地盤反力度　　ｑ

310kN/m 2

3.段丘部の補強土壁基礎底面での地盤支持力度は、原位置での平板載荷試験により下記の

　　強度が得られることを確認するものとする。（下表参照）

B=1.0m区間

155kN/m 2

324kN/m 2

B=0.8m区間

162kN/m 2

266kN/m 2

B=0.6m～0.4m区間

133kN/m 2

亀山市

三重県亀山市野村町地内

図面番号

発注機関名

縮尺

図面の種類

施行箇所名

工事名

22/48図示

6-2号補強土壁工展開図(1)

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事

8717 10571 9231 8911 10921 6287 7616 5952

128820

2150 2690 2700 5400 16200 2700 2700 4483 2700 2700 2700 2700 1510 6610 8377

2150 13@2700=35100

80

200

53

1450 4@2700=10800 1450 55 1950 2700 1950 55 1400 2700

61

200

46

2670 23@2700=62100

6-2号補強土壁工 L=128820

4150

基礎幅600 15257基礎幅400 6610基礎幅1000 4210基礎幅600 27000基礎幅400 7540 基礎幅800 12583

10280 20 9000 20 9000 20 9000 20 9000 20 9000 20 9000 20



NO.
24

BC.
1

NO.
23

NO.
22

NO.
21

▽70.779

▽70.339
▽69.979

▽69.179 ▽68.379

▽68.351

▽69.480

▽68.880

▽68.280

▽67.680

▽60.500

DL=60.000

S=1:100正　面　図

▽61.100

▽61.700

▽62.300

▽62.900

▽63.500

▽64.100

▽64.700

▽65.300

▽65.900

H=8.98m H=8.38m H=7.18m H=6.58m H=5.98m H=4.78m H=4.18m H=3.58m H=2.38m H=1.78m H=1.18m
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TAk
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L=4.50m
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18P
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21P
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排出管 φ200

L
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.
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m
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7.
00
m

L
=6
.5
0m

L=
6
.0
0m

L
=5
.
50
m

L=
5
.0
0
m

基礎延長

補強土壁延長

補強土壁壁高

6-2号補強土壁工展開図(2)

設　計　条　件

cm =

地 震 時

補強土壁高

設計水平震度

荷     重

支持力に対する安全率

ボルトのせん断応力度

コンクリ－トパネルの設計基準強度

安全率及び許容応力度

ストリップの引抜に対する安全率

ストリップ区分・腐食代

ストリップの摩擦係数

転倒に対する安全率

滑動に対する安全率

ストリップの引張応力度

盛土材の土質条件

L/6

1.50

2.00

SS400

t =

ｆ =

Kh =

活荷重 =

γt =

Ｈmax =

SS400

N/mm

N/mm

140 mm

2.0

常　　時

t = 4 mm

2

f'ck =

2

80b = mm

0.726

0.16

kN/m

kN/m19.0

1.50

1.00

10.0

～

×

10.18 m

φ =

死荷重 =

=

2

0.16

Ｈmin =

3

L/3

1.20

1.50

2

2

2

30 N/mm

N/mm

N/mm

1.0

1.2

mm

2

30°

- kN/m

1.18 m

SM490A 60t = 4 mm b = 1.0cm =mm mm

N/mm 2 N/mm 2SM490A

140.0 210.0

185.0 277.5

200.0 300.0

　　　　　75mmふるい通過分中の細粒分の含有量が25%以下、かつ、大小の寸法

　　　　　のものが適度に混合して締固めのしやすいもの

　〔A2〕　岩石材料の寸法が250mmより大きい寸法のものを含まない硬岩ずりで、

盛土材料は、次に示す〔A1〕もしくは〔A2〕材料を用いることを原則とする。

盛土材料の適用範囲

　〔A1〕　細粒分の含有量が25%以下の土質材料

すべり破壊に対する安全率 1.20 1.00

※）Lは補強領域の底面幅

※ ※

記号

SS400のストリップを敷設する。

SM490Aのストリップを敷設する。

ストリップ敷設方法

ストリップ記号一覧表

L=7.50m

▽67.080

VPφ300

セメント安定処理（施工済）

良質土盛土

置換砕石

地盤改良工（施工済）
水路BOX(施工済)

　1.現況地形状況から必要となる盛土及び水路BOX部埋戻し材料は、下記の条件を満たすものとする。

砂質土：γ＝19ｋN/m3　、　φ＝30°

　2.置換砕石工底面での地盤支持力度は、原位置での平板載荷試験により下記の

　　強度が得られることを確認するものとする。

注記

設計最大地盤反力度　　ｑ＝151ｋN/㎡

平板載荷試験確認強度　qu＝302ｋN/㎡

9000 防護柵基礎延長

亀山市

三重県亀山市野村町地内

図面番号

発注機関名

縮尺

図面の種類

施行箇所名

工事名

23/48図示

6-2号補強土壁工展開図(2)

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事

5952 10909 9004 20000 20000 701

128820

8377 5400 5400 5400 5400 5400 5400 5400 5400 15150

2670 23@2700=62100 1650

6-2号補強土壁工 L=128820

基礎幅400 55620基礎幅600 15257

20 9000 20 9000 20 9000 20 9000 20 9000 20 9000 20 10280



154°

154
°

(NO
.24

)

NO.
6

(NO
.23

)

NO.
5

▽61.097

▽60.534
▽60.197

▽59.857

▽57.717

▽57.231

▽56.215

DL=60.000

▽60.280

▽59.680

▽59.080

▽58.480

▽57.880

▽57.280

▽56.680

▽56.080

▽58.500

▽57.300

▽55.500

▽54.900▽56.700

基礎延長

補強土壁延長

S=1:100正　面　図

H=1.78m H=2.98m H=4.78m H=5.38m H=4.78m H=4.18m H=3.58m H=2.98m H=2.38m H=1.78m H=1.18m補強土壁壁高

Asg

Dg

TAk

L=5.00m L=5.00m

L=6.00mL=4.50m L=5.50m

L=4.50m L=4.50m

L=4.50mL=5.00mL=6.00mL=5.50m

L=5.00m

151

153P

31

1

21P

32

1

1

1

18P

158

155

161P

152

147

147

147

153P

106

105

105

105

108

35

26

26

49P

32

1

1

1

18P

7

1

1

21P

31

1

1

21P

6

1

1

18P

31

1

1

18P

6

1

21P

31

1

21P

6

21P

31

1

18P

6

18P

31

21P

71P 71P 71P

排出管  φ 2 0 0 排出管  φ 2 0 0

7号補強土壁工展開図

設　計　条　件

cm =

地 震 時

補強土壁高

設計水平震度

荷     重

支持力に対する安全率

ボルトのせん断応力度

コンクリ－トパネルの設計基準強度

安全率及び許容応力度

ストリップの引抜に対する安全率

ストリップ区分・腐食代

ストリップの摩擦係数

転倒に対する安全率

滑動に対する安全率

ストリップの引張応力度

盛土材の土質条件

L/6

1.50

2.00

SS400

t =

ｆ =

Kh =

活荷重 =

γt =

Ｈmax =

SS400

N/mm

N/mm

140 mm

2.0

常　　時

t = 4 mm

2

f'ck =

2

80b = mm

0.726

0.12

kN/m

kN/m19.0

1.50

1.00

10.0

～

×

5.38 m

φ =

死荷重 =

=

2

0.12

Ｈmin =

3

L/3

1.20

1.50

2

2

2

30 N/mm

N/mm

N/mm

1.0

1.2

mm

2

30°

- kN/m

1.18 m

SM490A 60t = 4 mm b = 1.0cm =mm mm

N/mm 2 N/mm 2SM490A

140.0 210.0

185.0 277.5

200.0 300.0

　　　　　75mmふるい通過分中の細粒分の含有量が25%以下、かつ、大小の寸法

　　　　　のものが適度に混合して締固めのしやすいもの

　〔A2〕　岩石材料の寸法が250mmより大きい寸法のものを含まない硬岩ずりで、

盛土材料は、次に示す〔A1〕もしくは〔A2〕材料を用いることを原則とする。

盛土材料の適用範囲

　〔A1〕　細粒分の含有量が25%以下の土質材料

すべり破壊に対する安全率 1.20 1.00

※）Lは補強領域の底面幅

※ ※

記号

SS400のストリップを敷設する。

SM490Aのストリップを敷設する。

ストリップ敷設方法

目地用プレキャスト版を設置する。

そ　の　他

ストリップ記号一覧表

注記）補強土壁基礎底面での地盤支持力度は、原位置での平板載荷試験により下記の

　　強度が得られることを確認するものとする。

設計最大地盤反力度　　ｑ＝148ｋN/㎡

平板載荷試験確認強度　qu＝296ｋN/㎡

亀山市

三重県亀山市野村町地内

図面番号

発注機関名

縮尺

図面の種類

施行箇所名

工事名

24/48図示

7号補強土壁工展開図

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事

11793 6061 15380 4616 10474

52668

1950 2690 2793 43114

1950 2@2700=5400 93 200020002000 60 195019501950

86

508

50

2670 14@2700=37800

7号補強土壁工 L=52567

2020

4344

基礎幅600 15527 基礎幅400 32400基礎幅400 4640



補強土壁工詳細図(1)

材質SS400

パネル記号説明

コルクプレート(水平目地材)

パネル組合せ一般図

透水防砂材 4t×300×L

断面 b-b

断面 a-a

コンクリートパネル

透水防砂材 4t×300×L

a

コネクティブストリップ

6.0×60×428

透水防砂材 4t×300×L

コルクプレート(水平目地材)

20t×85×600

S=1:20

S=1:20

形状寸法図 S=1:20

S=1:50

a

b

b

UCL(最上段端部パネル)

CL(端部パネル)

BCL(最下段端部パネル)

リブ付ストリップ

S=1:10

透水防砂材 S=1:10コネクティブストリップ

6.0×60×428

S=1:10

UCR(最上段端部パネル)

BCR(最下段端部パネル)

S=1:100

CR(端部パネル)

U(最上段パネル)

A(標準パネル)

B(最下段パネル)

φ14

4.0×80×L

M12×40

ボルトナット

ボルト 強度区分8.8

ナット 強度区分8  

S=1:3

S=1:10

φ14

4.0×60×L

材質SM490A

リブ付ストリップ S=1:10

※石割風粗面テクスチャータイプとする。

基礎材（切込砕石）

基礎コンクリート

18-8-25BB D13 @600

コンクリートパネル

基礎材（切込砕石）

基礎コンクリート

18-8-25BB D13 @600

コンクリートパネル

基礎幅　B=400 基礎幅　B=600

基礎材（切込砕石）

基礎コンクリート

18-8-25BB D13 @600

コンクリートパネル

基礎幅　B=800

S=1:20基礎詳細図

※地盤改良・置換砕石部は基礎材無し。

基礎材（切込砕石）

基礎コンクリート

18-8-25BB D13 @600

コンクリートパネル

基礎幅　B=1000

亀山市

三重県亀山市野村町地内

図面番号

発注機関名

縮尺

図面の種類

施行箇所名

工事名

25/48図示

補強土壁工詳細図（１）

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事
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補強土壁工詳細図(2)

背面正面

笠石コンクリート配筋図

S 
 
D1
3
 c
.t
.c
 
30
0

S  D13 c.t.c 250

S 
 D
1
3 
c.
t.
c
 3
0
0

正面 背面

1

3

2

S=1:30 S=1:20鉄筋加工図　

C1= H+472 C2= H+287

笠石コンクリート

24-8-25BB

D13C3

アンカー筋　D13

コンクリートパネル

D1
3

C
1

D1
3

C
2

C1 D13 C2 D13

C3 D13

C3= 5240

※化粧型枠を使用し、壁面材同様の石割風粗面テクスチャータイプとする。

笠石コンクリート

24-8-25BB

D13C3

アンカー筋　D13

コンクリートパネル

D
13

C1

D1
3

C
2

5-2号,6-1号,6-2号 5-1号
5-2号,6-1号,6-2号

S=1:30笠石コンクリ－ト詳細図　

C1= H+772 C2= H+287

C1 D13 C2 D13

C3 D13

C3= 5240

5-1号

▽66.149

▽66.500

コンクリートパネル

基礎コンクリート

18-8-25BB

6号函渠工

D13 @600

▽66.351

▽66.500

6号函渠工

コンクリートパネル

基礎コンクリート

18-8-25BB

D13 @600

▽56.554

▽56.700

5号函渠工

コンクリートパネル

基礎コンクリート

18-8-25BB

D13 @600

6-2号補強土壁工 5-2号補強土壁工 7号補強土壁工

S=1:20函渠部基礎詳細図

亀山市

三重県亀山市野村町地内

図面番号

発注機関名

縮尺

図面の種類

施行箇所名

工事名

26/48図示

補強土壁工詳細図(2)

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事

5400

17@300=5100

538020

70 140

H
25
0

20

70

200

1
45
.5

14
5.
5

91

6
0

H
+1
50

200

H-
10
0

5240

H

56.5 56.5

H+
2
50

25
0

300

56
.5

56
.5

140 160

300

56
.5

R3
9

R39

H

56.5 56.5

H+
2
50

25
0

450

56
.5

56
.5

140 160

300

56
.5

150

350

1
45
.5

14
5.
5

91

6
0

H
+1
50

350

H-
10
0

5240

R3
9

R39

35
1

320

505080

140140

1
49

320

50 8050

140

14
6

400

50 8050 80



S=1:30端部調整金具取付け詳細図

正　面　図

端部調整金具

PL-250×250×3.2

アローアンカー

Cﾀｲﾌﾟ M12 l=90mm

コンクリートパネル

平　面　図

プレキャスト版

40×250×600

コンクリートパネル

透水防砂材

リブ付ストリップ

S=1:2角　座　金

(PL-6×60×60 SS400 HDZ35)

S=1:20

(PL-250×250×3.2×L SS400 HDZ35)

端部調整金具

公称重量 165g/枚

S=1:1

(M12-90 HDZ35)

アローアンカー Cタイプ

M12×1.75

芯棒 φ5.0

ドリル径 12.7mm

角座金端部調整金具

平座金

公称重量 91g/セット

A

S=1:20パネル取合い詳細図

② ※部材寸法の見方

④

③

1：公称幅基準位置①から②までの寸法が2700mmである。

2：公称幅基準位置①から部材前面端部③までの寸法が2705mmである。

3：公称幅基準位置①から部材最突出部④までの寸法が2710mmである。

①

S=1:5

③

④

②

A部拡大図

補強土壁工詳細図(3)

S=1:30Ｅコーナー部詳細図

透水防砂材

補助ストリップ

リブ付ストリップ

ガセットプレート

リブ付ストリップ

透水防砂材

S=1:30Tコーナー部詳細図

リブ付ストリップ

透水防砂材 透水防砂材

S=1:30Ｅコーナー部詳細図

θ(°)

L1(mm)

L2(mm)

176

補助ストリップ

70(80)

81(53)

183

87,81(61)

49,55(46)

Tコーナー

無 無

端部調整金具

PL-250×250×3.2

コンクリートパネル

アローアンカー

Cﾀｲﾌﾟ M12 l=90mm

透水防砂材

リブ付ストリップ

S=1:5

6.0×115×500

フリー・ガセットプレート

亀山市

三重県亀山市野村町地内

図面番号

発注機関名

縮尺

図面の種類

施行箇所名

工事名

27/48図示

補強土壁詳細図（３）

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事
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地下排水工計画図
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28/48図示

地下排水工計画図

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事
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防護柵基礎工詳細図(1)

力のかかる方向
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防護柵基礎工断面図 S=1:20

鉄筋加工図

断　面　図

底　　　版

防護柵基礎工配筋図

た　て　壁

鉄筋組立図

補強鉄筋

断　面　図 平　面　図

補強筋

鉄筋質量表

記号

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

補強筋

径

D13

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

長さ

760

760

660

1730

1530

1000

930

490

1500

本数

4

4

4

4

4

18

8

2

2

単位質量

0.995

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1本当り質量

0.76

0.76

0.66

1.72

1.52

1.00

0.93

0.49

1.49

質量

3.0

3.0

2.6

6.9

6.1

18.0

7.4

1.0

3.0

摘要

(延長 1.0ｍ当り）

合計 D13 51.0 kg

ゴムプレート

t=10mm

笠石コンクリート

発泡樹脂板

t=50mm

H=730mm(5-2号,6-2号)

前部補強筋 D13

後部補強筋 D13

砂

アスファルト又はモルタル

防護柵支柱位置は、防護柵詳細図を参照のこと。

亀山市

三重県亀山市野村町地内

図面番号

発注機関名

縮尺

図面の種類

施行箇所名

工事名

29/48図示

防護柵基礎工詳細図(1)

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事
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防護柵基礎工詳細図(2)
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防護柵基礎工配筋図

た　て　壁

鉄筋組立図
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断　面　図 平　面　図

補強筋
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摘要

(延長 1.0ｍ当り）

合計 D13 54.2 kg

ゴムプレート
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笠石コンクリート
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アスファルト又はモルタル

防護柵支柱位置は、防護柵詳細図を参照のこと。

亀山市

三重県亀山市野村町地内

図面番号

発注機関名

縮尺

図面の種類

施行箇所名

工事名

30/48図示

防護柵基礎工詳細図(2)

和賀白川線道路改良（補強土壁）工事
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